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第１章 身のまわりの物質とその性質 （東書第１分野上１年） 10月中旬～11月中旬 12時間

【単元の目標】

・身の回りの物質を様々な方法で調べ，物質には密度や加熱したときの変化など固有の性質と

共通の性質があることを見いだすとともに，実験器具の操作，記録の仕方などの技能を身に

付けることができる。

・気体を発生させてその性質を調べる実験を行い，気体の種類による特性を見いだすとともに，

気体を発生させる方法や捕集法などの技能を身に付けることができる。

単元の流れ

場 面 学習活動 時 ね ら い ページ

＊学習経験を補う働き掛け（方法） 間

第１節 金属と金属でない物質を区別するには ２時間

つかむ ・身の回りの物質を区別するために， １ ・身の回りの物質をどのように １－５

どんな方法があるかを話し合う。 区別しているか調べようとす １－６

＊小３「じしゃくにつけよう」「明かりを る。 （関心・意欲・態度）

つけよう」，小５「もののとけかた」， ・物質の性質を調べる方法につ

小６「ものの燃えかたと空気」を想起さ いて説明することができる。

せて，物質と物体の区別を考えさせる。 （知識・理解）

（話合い）

＜問題提起型＞

調べる ・金属と金属以外の物質を区別する実

験を考える。

調べる ・金属と金属以外の物質とを区別する １ ・金属が電気を通すかどうか， １－７

実験を行う。 比較 分析 磁石に付くかどうかを調べ， １－８

考察する ・実験の結果から，金属に共通する性 その結果をまとめることがで

質を考える。 解釈 きる。 （技能・表現）

第２節 金属どうしを区別するには ４時間

つかむ ・金属どうしを区別するには，どのよ １ ・金属どうしを区別する方法を １－９

うな方法があるか考える。 考え，発表することができ １－10

る。 （関心・意欲・態度）

＜実習訓練型＞

調べる ・いろいろな金属の質量を測定し，そ

考察する の違いを比較する。

比較 関係付け 分析

調べる ・いろいろな液体100ｇの体積を測定 １ ・上皿てんびんや電子てんび １－11

する。 推論 ん，メスシリンダーを用い １－12

考察する ・同じ体積にして，質量を比べる。 て，質量や体積を正しく測定

比較 分析 解釈 することができる。

（技能・表現）

考察する ・実験結果から物質の密度を求める。 １ ・密度の計算式を用いて物質の １－13

分析 密度を求めることができる。 １－14

・物質は密度で区別できることを見い （科学的な思考）

だす。 解釈 表現

考察する ・プラスチックどうしを区別する方法 １ ・代表的なプラスチックの性質 １－15

を考える。 や用途について説明すること １－16

・プラスチックが水に浮かぶか沈むか ができる。 （知識・理解）

を調べる。

・代表的なプラスチックの用途と性質

を表にまとめる。
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単元の流れ

場 面 学習活動 時 ね ら い ページ

＊学習経験を補う働き掛け（方法） 間

第３節 白い粉末状の物質を区別するには ３時間

つかむ ＜問題提起型＞ １ ・白い粉末状の物質を区別する １－17

調べる ・白砂糖，グラニュー糖，デンプン， 方法を，これまでの学習経験 １－18

食塩を，性質で区別する方法につい を基に考えようとする。

て話し合う。 比較 （関心・意欲・態度）

＊小５「もののとけかた」で学習した物質

の性質に関する内容を想起させる。

（話合い）

＜実習訓練型＞ ・ガスバーナーを安全に正しく

・ガスバーナーの使い方を習得する。 使うことができる。

（技能・表現）

調べる ・白砂糖，グラニュー糖，デンプン， １ ・物質の性質を調べる実験を行 １－19

食塩を，いろいろな方法で調べる。 い，その結果をまとめること １－20

比較 推論 ができる。 （技能・表現）

考察する ・実験結果を基に，白い粉末状の物質 ・白い粉末状の物質が何かを予

が何かを予想する。 比較 分析 想することができる。

（科学的な思考）

考察する ・物質の性質を調べる方法についてま １ １－21

とめる。 解釈 １－22

・有機物と無機物について学ぶ。 ・有機物と無機物の例を説明す

解釈 ることができる。

（知識・理解）

第４節 目に見えない気体を区別するには ３時間

つかむ ＜問題提起型＞ １ ・二酸化炭素と酸素の性質を調 １－23

・二酸化炭素と酸素を区別する方法に べる方法を考え，自分の意見 １－24

ついて話し合う。 を発表しようとする。

＊小６「ものの燃えかたと空気」で学習し （関心・意欲・態度）

た気体の性質に関する内容を想起させ

る。 （話合い）

調べる ・気体を発生させる実験を行い，発生

した気体の性質を調べる。 比較

考察する ・実験結果を基に，調べた気体の性質 ・実験結果を基に，調べた気体

を表にまとめる。 分析 解釈 に特有の性質を説明すること

ができる。（科学的な思考）

つかむ ＜講義定着型＞ １ ・気体のつくり方や集め方，性 １－25

調べる ・５種類の気体（酸素，二酸化炭素， 質や同定する方法について説 １－26

考察する 水素，窒素，アンモニア）の性質や 明することができる。

つくり方，集め方について学ぶ。 （知識・理解）

比較 分析

考察する ・気体の集め方と気体の性質との関係 １ ・気体の集め方と気体の性質と １－27

を考える。 解釈 表現 の関係を説明することができ １－28

る。 （科学的な思考）
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中学校第１学年「第１章 身の回りの物質とその性質」との内容の接続

小学校第３学年「８ 明かりをつけよう」
１ 豆電球の明かりをつけよ ２ 電気を通すものをさがそ ３ スイッチをつくろう

う う
観 実験① 実験② 実験③
察 豆電球とかん電池をつない 電気を通すものを，さがし つなぎかたをくふうした
・ で，明かりがつくつなぎか ましょう。 (1/12) り，電気を通すものと通さ
実 たをしらべましょう。 ないものを組み合わせたり
験 して，スイッチを１つつく

りましょう。
器 実験① 実験② 実験③
具 豆電球，ソケット，導線， 豆電球，ソケット，乾電池 豆電球，ソケット，乾電池
・ 乾電池 ボックス，乾電池，導線， ボックス，乾電池，導線，
薬 はさみ，釘，空き缶，アル 釘，アルミニウム箔，消し
品 ミニウム箔，消しゴム，ゼ ゴム，輪ゴム，厚紙

ムクリップ，ねじ回し

小学校第３学年「９ じしゃくにつけよう」
１ じしゃくにつくも ２ じしゃくのきょ ３ じしゃくについた ４ じしゃくがつか

のをさがそう くのせいしつをし 鉄をしらべよう われているものを
らべよう さがそう

観 実験① 実験② 実験③ 学習活動
察 いろいろなものに， ２本のじしゃく 自分が考えたほうほ じしゃくは，どこ
・ じしゃくを近づけ で，きょくどうし うで，じしゃくにつ につかわれている
実 て，じしゃくにつく のせいしつをしら けた鉄のくぎがじし か。
験 ものをさがしましょ べましょう。 ゃくになっている

う。 (1/12,3/12) か，しらべましょ
う。

器 棒磁石，クリップ， 棒磁石，時計皿， 棒磁石，方位磁針，
具 ねじ回し，はさみ， 方位磁針，発泡ス 鉄釘，発泡ポリスチ
・ スプーン，空き缶， チロール板，水， レンの容器
薬 消しゴム，コップ， たらい
品 アルミニウム箔

小学校第３学年「２ ものの重さをくらべよう」 ※平成22年度の中学１年生は未履修
１ ものの重さをしらべよう ２ 重さくらべをしよう

実 実験① 実験②
験 もののおきかたや形をかえると，重さはどう 体せきを同じにして，しおとさとうの重さを

なるのでしょうか。 しらべましょう。 (1/12,6/12)
器 実験① 実験②
具 台ばかり，電子てんびん，粘土，アルミニウ 台ばかり，電子てんびん，スチール缶，アル
・ ム缶，アルミニウム箔 ミニウム缶，油粘土,紙粘土,ガラスコップ,
薬 紙コップ，金属製スプーン,プラスチック製
品 スプーン，食塩，グラニュー糖
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中学校第１学年「第１章 身の回りの物質とその性質」との内容の接続

小学校第５学年「８ もののとけかた」
１ 食塩を水にとかそう ２ ものによってとけ ３ ホウ酸が出てきた

かたはちがうか 液を調べよう
観 実験① 実験⑤ 実験⑥
察 水にとける食塩の量を調べよう。 ホウ酸のとけかたを ホウ酸が出てきた液
・ 実験② 調べよう。 をさらに冷やして，
実 食塩水をじょう発させると，とけている (1/12,7/12) ホウ酸がとけている
験 食塩はどうなるか，調べよう。 か，調べよう。

実験③
食塩が水にとけると，食塩の重さはどう
なるか，調べよう。

実験④
水の温度を上げると，食塩が多くとける
ようになるか，調べよう。

器 実験①，②，③，④ 実験⑤ 実験⑥
具 虫めがね，ペットボトル，わりばし，ク 実験①～④で用いた 虫めがね，ろうと，
・ リップ，ティーバッグ，茶こし，コップ, 器具，ホウ酸 ろうと台，ろ紙，ガ
薬 ビーカー，台ばかり，上皿てんびん，電 ラス棒，保温用発泡
品 子てんびん，ガラス棒，ゴム管，計量ス ポリスチレン容器，

プーン，メスシリンダー，スポイト，ピ ホウ酸，水，氷水
ペット，蒸発皿，アルコールランプ，加
熱用金網，三脚，温度計，保温用発泡ポ
リスチレン容器，食塩，水，湯

小学校第６学年「１ ものの燃えかたと空気」
１ びんの中でろうそくを ２ ものを燃やすはたらきがあ ３ ものが燃えたあとの空気

燃え続けさせよう るのは空気中のなにか はどうなっているか
観 学習活動 実験① 実験②
察 びんの中で，ろうそくを ちっ素と酸素のそれぞれにつ ろうそくが燃える前と燃え
・ 燃え続けさせるには，ど いて，ものを燃やすはたらき たあとのびんの中の空気
実 うしたらよいだろうか。 があるかどうかを調べよう。 を，石灰水を使って調べよ
験 (1/12,10/12) う。 (1/12,10/12)

実験③
気体検知管を使って，ろう
そくが燃える前と燃えたあ
との，びんの中の酸素と二
酸化炭素の量（体積の割合
［％］）をくらべよう。

器 実験① 実験②，③
具 ろうそく，粘土，線香， 集気びん，水槽，ふた，針金, 集気びん，ふた，ロウソク,
・ 底を切った集気びん，ふ ロウソク，ロウソク立て，ス ロウソク立て，マッチ，石
薬 た（木の板，アルミニウ トロー，酸素缶，窒素缶，二 灰水，二酸化炭素缶，気体
品 ム箔，ビニルテープ）， 酸化マンガン，ろうと，過酸 検知管

ガラスの筒，マッチ 化水素水，フラスコ
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時１／12］

○本時のねらい

・身の回りの物質をどのように区別しているか調べようとする。 （関心・意欲・態度）

・物質の性質を調べる方法について説明することができる。 （知識・理解）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

自然事象と出会う

つ 気付き・疑問をもつ

○物質とは何かを考える。 ・物体は，「もの」のことだ。 □身近にあるコップなどの

か ・物体をつくる材質が物質だ。 例を示し，材質としての

物質に気付かせる。

む ○身の回りの物質を区別す ・ホウ酸と食塩を水に溶かした □小３「じしゃくにつけよ

るために，どんな方法が ら，食塩のほうがたくさん溶 う」「明かりをつけよ

あるかを話し合う。 ける。 う」，小５「もののとけ

・ルーペで粒の形を見れば区別 かた」，小６「ものの燃

できる。 えかたと空気」を想起さ

・炭酸飲料から出てくる気体は せて，見かけが似ている

二酸化炭素だから，石灰水で 物質を示し，物質と物体

調べることができる。 をどのように区別してき

・酸素は，ロウソクの炎を大き たかを考えさせる（話合

くした。 い）。

問題を見いだす

○金属と金属でない物質を ・金属でできているものは，独 □金属に共通する性質は何

区別する方法を考える。 特の輝きをもっている。 であるか，生徒の考えを

・金属は電気を通す。 集約する。

・磁石につくのは金属だけなの

かな。

・金属に共通する性質は何だろ

２０ う？

分 ・金属の性質を調べる方法は，

他にもあるかもしれない。

調 金属と金属でない物質を区別するにはどうするか

べ 予想する

○身の回りで見られる物質 ・はさみの刃の部分やクリップ □身近な物質について，輝

る について，金属か金属で は金属だ。 きと電気を通す性質を基

ないかを予想する。 ・光っているし，電気も通す。 に結果を予想させる。

３０ 方法を考える

分 ○金属と金属以外の物質を ・たたいたり曲げたりしても確 □曲げたり落としたときの

区別する実験を考える。 かめられそうだ。 様子も考えさせる。
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○発問・板書例（１／12）

□つかむための発問 □調べるための発問

「このコップは何でできていますか。」 「金属に共通する性質を考えてみよう。」

「食塩とホウ酸をどうやって区別していまし 「身の回りに見られる物質を，金属か金属で

たか。」 ないのか分けてみよう。」

「炭酸飲料から出てくる気体を調べるには， 「金属と金属以外の物質を区別する方法を考

どうしたらよいだろうか。」 えよう。」

「身の回りの光っているものは，すべて金属 「はさみの刃は，金属でしょうか。」

ですか。」 「はさみの刃は，電気を通しますか。」

「落としたり，たたいたりすると，金属でで

きているものはどうなるでしょうか。」

・物質 ＝ 物体をつくっている材料のこと

物 体 物 質

コップ ガラス

プラスチック

机 木

鉄

・物質を区別する方法

食塩とホウ酸（水に溶ける量）

二酸化炭素（石灰水）

鉄（磁石を使う）

問 題 金属と金属でない物質を区別するにはどうするか。

予 想 物質 物体

金属 はさみの刃，クリップ

アルミニウムはく，釘 など

金属以外 はさみの柄，プラスチックの定規

竹の定規，消しゴム，紙 など

実 験 ・電気を通すか。

・磁石に付くか。

・表面をみがいて光沢があるか。
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時２／12］

○本時のねらい

・金属が電気を通すかどうか，磁石に付くかどうかを調べ，その結果をまとめることができる。

（技能・表現）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

調 金属と金属でない物質を区別するにはどうするか

べ 観察，実験する

○金属と金属以外の物質と ・金属光沢があるものはすべて

る を区別する実験を行う。 電気を通した。

○電気を通すかどうか，磁 ・鉄でできているものは磁石に □電気を伝えるかについて

石に付くかどうか，磨い 付くけれど，アルミニウムや は，回路をつくらせて調

て，金属光沢があるかど 銅は付かない。 べ方の基礎を学ばせる。

うか，たたいて，のびた ・釘をたたいたら，割れないで □金属と非金属を比較でき

り薄く広がったりするか 平べったくなった。 る材料を用意し，たたい

２５ どうかを調べる。 ・金属のスプーンは，すぐに熱 た後の形の変化や温まり

分 ○湯や氷水につけて，熱の くなった。 方の違いに注目させる。

伝わり方を調べる。

結果を整理する

考 考える

○実験の結果から，金属に ・金属光沢がある，電気をよく □実験の結果を基に，金属

察 共通する性質を考える。 通す，引っ張ると細長くのび に共通する性質をまとめ

比較 分析 る，たたくと薄く広がる，熱 させる。

す をよく伝えるのが共通の性質

だった。

る 結論を得る

○分かったことをノートに ・磁石に付くことは共通の性質 □カルシウムや水銀なども

まとめる。 解釈 ではなかった。 共通の性質をもつことか

・金属は共通の性質をもってい ら金属であることが確か

る。 められることを示す

広げる

○身の回りの金属製品は， ・電線は，電気を伝える性質を □生活に目を向けさせるた

金属のどのような性質を 利用している。 めに発問し，金属のどの

上手に利用しているのか ・なべやアイロンは，全体が熱 ような性質を利用してい

２５ を考える。 くなる性質を利用している。 るのかを具体的に説明さ

分 ・懐中電灯の反射板は，金属光 せる。

沢を利用している。
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○発問・板書例（２／12）

□調べるための発問

「はじめに回路をつくり，順番に電気が流れ

るか調べましょう。」

「たたいた後の様子をよく見ましょう。」

問 題 金属と金属でない物質を区別するにはどうするか

実 験 ・電気を通すか。

・磁石に付くか。

・表面をみがいて光沢があるか。

結 果 電気を伝える 磁石につく 光沢がある

はさみの刃 ○ ○ ○

クリップ ○ ○ ○

アルミニウムはく ○ × ○

はさみの柄 × × ×

プラスチックの定規 × × ×

消しゴム × × ×

たたいたとき 湯につけたとき

釘 割れずに広がった

金ぐし すぐに熱くなった

アルミニウム線 すぐに熱くなった

割りばし 熱くならない

プラスチックのはし 熱くならない

・金属の共通の性質は， である。

結 論 ・金属 ＝ 鉄，銅，アルミニウム，金，銀，チタン，カルシウム，水銀など

・非金属 ＝ ガラス，食塩，プラスチック，木，ゴム，紙など

□考察するための発問

結果を整理する → 考える → 結論を得る

「実験の結果を表にまとめ， 「どの金属も電気を通しまし 「実験結果から，金属には共

金属の性質について考えよ たか。」 通してどんな性質があると

う。」 「どの金属も磁石につきまし 言えるだろうか。」

たか。」



- 1-9 -

中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時３／12］

○本時のねらい

・金属どうしを区別する方法を考え，発表することができる。 （関心・意欲・態度）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

気付き・疑問をもつ

つ 問題を見いだす

○鉄以外の金属はどのよう ・磁石を使って区別できるのは □金属線を用意して，色の

か に区別していたのか考え 鉄だけかもしれない。 違いや曲げるときに必要

る。 ・どの金属も電気を通すから， な力の大きさをもとに考

む 乾電池と豆電球ではだめだ。 えさせる。

・色やかたさに違いがある。 □金属どうしをどのように

・鉄のほうがアルミニウムより 区別していたのか考えさ

も重いのでは？ せる。

・持ち上げてみると，違いが分 □金属のかたまりを持たせ

かる。 て考えさせる。

５

分 金属どうしを区別するにはどうするか

予想する

調 方法を考える

○金属どうしを区別するに ・鉄のほうがアルミニウムより □生活経験から感じている

べ は，どのような方法があ 重いと思う。 金属の重さを正確に比べ

るか考える。 ・体積を同じにして質量を調べ るために，質量だけでは

る れば，正確に比べることがで なく，体積にも着目させ

きる。 る発問をする。

観察，実験する

○上皿てんびんや電子てん □手で持った感覚ではな

びんの使い方を習得す く，質量を測定して比べ

る。 るよう指示する。

３０ ○体積や長さをそろえた金 ・予想通りアルミニウムよりも

分 属の質量を測定する。 鉄が重い。

・鉄より銅のほうが重い。

結果を整理する

考 ○調べた結果を，一覧表に ・太さと長さが同じ金属線を比

察 して整理する。 べても，同じ順番になる。

す 考える

る ○金属の直方体と金属線で ・形が変わっても鉄はアルミニ □金属の直方体を用いて調

は，重い順序は同じにな ウムの約３倍の質量になって べた結果と，金属線を用

１５ っているのか考える。 いる。 いて調べた結果との相関

分 比較 関係付け 分析 関係を見いださせる。
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○発問・板書例（３／12）

□つかむための発問 □調べるための発問

「スチール缶とアルミニウム缶を区別するに 「銅とアルミニウムを区別するには，どんな

は，どのような方法があるだろうか。」 方法がありますか。」

「磁石につかない金属はどうやって区別する 「鉄，銅，アルミニウムを比べたとき，もっ

のだろうか。」 とも重いのはどれだろうか。また，もっと

も軽いのはどれだろうか。」

「質量を比べるには，どんな条件が必要だろ

うか。」

問 題 金属どうしを区別するにはどうするか

予 想 ・（軽い） アルミニウム，鉄，銅 （重い）

アルミニウム，銅，鉄

・同じ体積にして，質量を比べると区別できる。

実 験 ・上皿てんびん（電子てんびん）で質量を測定する。

・同じ体積の金属を用いて質量を比べる。

結 果

アルミニウム 鉄 銅

金属線 0.1 cm３ 0.3 ｇ 0.8 ｇ 0.9 ｇ

立方体 8.0 cm３ 21.6 ｇ 63.0 ｇ 71.7 ｇ

・アルミニウム，鉄，銅の順に重くなる。

□考察するための発問

考える

「体積が８．０cm３のときと，０．１cm３のときで，同じところは何だろうか。」

「体積が１cm３の金属が銅なのか調べるには，どうしたらよいだろうか。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時４／12］

○本時のねらい

・上皿てんびんや電子てんびん，メスシリンダーを用いて，質量や体積を正しく測定することが

できる。 （技能・表現）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

調 物質を区別するにはどうするか

べ 予想する

観察，実験する

る ○いろいろな液体100ｇの ・メスシリンダーは，温度計と □重い液体や軽い液体があ

体積を測定する。 推論 同じように液面を目の高さに るか考えさせる。

合わせて目盛りを読むのか。 □一定の質量にした液体の

２０ ・同じ質量で比べたら，水より 体積を計量させる実験を

分 も油のほうが体積が大きい。 行い，体積が違う理由を

推論させる。

結果を整理する

考 ○調べた結果を，一覧表に ・液体も金属と同じように体積 □本時の実験では，質量が

して整理する。 と質量で区別できる。 同じになっていたことを

察 意識させ，体積の大きい

順に表をつくらせる。

す 考える

○同じ体積にして質量を比 ・同じ体積で比べたら，どちら □水とエタノールを同体積

る べる。 比較 分析 が重いことになるのだろう。 にした場合，どちらが重

くなるのかを予想させて

密度の考え方を導入して

いく。

結論を得る

○密度の考え方を学ぶ。 ・前回の実験では，同じ体積の □前時の実験では同じ体積

解釈 直方体や針金を使ったけど， にして質量を比較させた

体積を１cm３にしたときの質 が，体積を１cm３に統一

量で比べるという考え方は， して質量を比べる利点を

とても分かりやすいね。 説明する。

・逆に，同じ質量を取り出した □アルキメデスの逸話など

ときの体積の違いを比べては を紹介し，考え方として

だめなのかな？ 正しいことを説明する。

３０ ・もしかすると，物質の種類に ただし，世界共通の単位

分 よって密度は決まっているも としての密度の定義を理

のなのかな？ 解させる。
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○発問・板書例（４／12）

□調べるための発問

「液体を重さで区別できるだろうか。」

「液体を100ｇずつ計り取って，メスシリン

ダーで体積を量りましょう。」

「重い液体ならば，体積は大きくなるでしょ

うか，小さくなるでしょうか。」

問 題 金属どうしを区別するにはどうするか

実 験 ・100ｇの液体を計り取る。

・メスシリンダーに注いで体積を調べる。

予 想 ・サラダ油，エタノール，水の順に体積は小さくなる。

結 果 ・同じ質量（100ｇ）のときの液体の体積

サラダ油 エタノール 水

109.9 cm3 126.6 cm3 100.0 cm3

・同じ質量の場合は，

エタノール，サラダ油，水の順に体積が小さい。

・同じ体積にした場合は，

エタノール，サラダ油，水の順に重くなる。

・体積が１ｃｍ３のときの質量を計算してみよう。

結 論 ・密度で物質は区別できる。

□考察するための発問

結果を整理する 考える

「今回の実験では，どのよう 「体積を同じにしたとき，物 「体積を１cm３にしたとき，

な条件をそろえて実験した 質の質量の順序はどうなる それぞれの物質の質量はど

だろうか。」 だろうか。」 れくらいの値になるだろう

か。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時５／12］

○本時のねらい

・密度の計算式を用いて物質の密度を求めることができる。 （科学的な思考）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

考 物質を区別するにはどうするか

察 考える

○密度の計算式を学ぶ。 ・計算の仕方は分かるけれど， □前時までに行った実験の

す 分析 単位が難しい。 測定値を用いて，密度の

・密度の単位は，単位どうしも 考え方を導入する。

る 割り算をしたり，分数で考え □密度の単位として，グラ

てみよう。 ム毎立方センチメートル

・「／」の記号は，割り算して やグラム毎リットルの例

いることと同じだ。 を挙げ，密度を求める計

・密度は体積が１cm３のときに 算式を説明する。

質量が何ｇあるかということ

を表している。

結論を得る

○実験結果から物質の密度 ・密度の求め方が分かった。 □実験結果を計算式に当て

を求める。 ・鉄の密度は7.9ｇ／ｃｍ３。 はめて計算させる。

・銅の密度は9.0ｇ／ｃｍ３。 □単位に注意しながら計算

させる。

・水の密度は1.0ｇ／ｃｍ３。 □実際に質量や体積を測定

・エタノールは0.8ｇ／ｃｍ３に していない液体に関して

なった。 は，演示実験等で測定値

・サラダ油は0.9ｇ／ｃｍ３。 を提示する。

○物質は密度で区別できる ・身の回りにいろいろな気体が □小６で空気の成分を学習

ことを見いだす。 あるけれど，軽い気体や重い していることから，気体

解釈 表現 気体があるのかもしれない。 の密度についても関心を

・気体の密度は，固体や液体に もたせる。

比べると，とても小さい。

・密度が分かれば，その物質が □物質の密度は物質ごとに

何であるかを知ることができ 決まっていて，物質を同

るのか。 定するための手掛かりに

なることを説明する。

・氷がエタノールに沈んでいる □鉄が水に沈み，水銀には

５０ 写真があったけれど，あれも 浮かぶことを密度の大小

分 密度の違いで説明できる。 から考えさせ，密度につ

いての理解を深める。
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○発問・板書例（５／12）

問 題 物質を区別するにはどうするか

結 果

・１cm３あたりの質量の比較

銅１cm３の質量は，９．０ｇ → ９．０ｇ／cm３

鉄１cm３の質量は，７．９ｇ → ７．９ｇ／cm３

アルミニウム１cm３の質量は，２．７ｇ → ２．７ｇ／cm３

・密度 ＝ 一定体積あたりの質量のこと。

密度の単位は，ｇ／cm３（グラム毎立方センチメートル）や

ｇ／Ｌ（グラム毎リットル）を用いる。

物質の質量［ｇ］
物質の密度［ｇ／cm３］＝

物質の体積［cm３］

・いろいろな物質の密度（２０℃のときの値）

固体の物質 氷 0.92ｇ／cm３ （０℃）

金 19.32ｇ／cm３

液体の物質 エタノール 0.79ｇ／cm３

水 1.00ｇ／cm３ （４℃）

水銀 13.55ｇ／cm３

気体の物質 水素 0.00008ｇ／cm３ （0.08ｇ／Ｌ）

水蒸気 0.00060ｇ／cm３ （0.60ｇ／Ｌ，100℃）

アンモニア 0.00072ｇ／cm３ （0.72ｇ／Ｌ）

空気 0.00120ｇ／cm３ （1.20ｇ／Ｌ）

酸素 0.00133ｇ／cm３ （1.33ｇ／Ｌ）

二酸化炭素 0.00184ｇ／cm３ （1.84ｇ／Ｌ）

結 論 ・密度が分かれば，その物質が何であるかを知ることができる。

□考察するための発問

結論を得る

「体積を１cm３にしたときの質量は，物質の種類によって決まっているのだろうか。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時６／12］

○本時のねらい

・代表的なプラスチックの性質や用途について説明することができる。 （知識・理解）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

考 物質を区別するにはどうするか

察 広げる

○代表的なプラスチックの ・様々なところでプラスチック □色，形，強度など，用途

す 性質や用途を学ぶ。 は利用されている。 に応じてプラスチックが

・水族館の大きな水槽に使われ 使い分けられている例を

る ていることもあるのか。 提示し，興味・関心を高

める。

○プラスチックどうしを区 ・プラスチックも密度で区別で □金属や液体の密度につい

別する方法を考える。 きるかもしれない。 て学習したことを基に，

プラスチックも密度で分

類できるかもしれないと

いう見通しをもたせる。

□身近にあるプラスチック

製品を用いて，だいたい

同じ大きさにするなど，

条件を決めて調べる方法

を考えさせる。

○プラスチックの浮き沈み ・プラスチックは軽いイメージ

を調べる。 があるけれど，水に沈むもの

もあるのか。

○代表的なプラスチックの ・今まで何気なくペットボトル □ポリエチレンやポリエチ

用途と性質を表にまとめ を使ってきたけれど，このよ レンテレフタラートなど

る。 うな特徴をうまく利用してい を例に，可燃性，密度，

たのか。 耐熱性，耐油性，透明性

・ペットボトルは略語のＰＥＴ など，主なプラスチック

から名付けられたのか。 の性質や用途を調べさせ

５０ ・ＰＥとかＰＳ，ＰＰといった て，表にまとめさせる。

分 略語は，リサイクルするとき

の目印になっている。
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○発問・板書例（６／12）

問 題 物質を区別するにはどうするか

【プラスチックの用途と性質】

種類（略語） 用途 性質

ポリエチレン ・バケツ 油や薬品に強い。

（ＰＥ） ・シャンプーなどの容器

・包装材

ポリエチレン ・ペットボトル 透明で圧力に強い。

テレフタラート ・飲料カップ

（ＰＥＴ） ・写真フィルム

ポリ ・消しゴム 燃えにくい。

塩化ビニル ・水道管 水に沈む。

（ＰＶＣ） ・ホース

ポリスチレン ・食品容器 発泡ポリスチレンは断熱保温

（ＰＳ） ・発泡ポリスチレン容器 性がある。

・ＣＤのケース

ポリプロピレン ・食品容器（冷蔵保存用など） 熱に強い。

ＰＰ） ・食品容器（弁当箱など）

・ペットボトルのふた

【ほとんどのプラスチックに共通する性質】

・軽い。 ・さびない。 ・くさりにくい。

・電流を通しにくい。 ・衝撃に強い。

・加工しやすい。 ・酸性やアルカリ性の液体に強い。

・石油を原料にしている。

・炭素や水素をふくんでいて，燃やすと水や二酸化炭素ができる。

・燃やすと有害な気体を発生するものがある。

□考察するための発問

広げる

「プラスチックは，どんなところで活用されているだろうか。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時７／12］

○本時のねらい

・白い粉末状の物質を区別する方法を，これまでの学習経験を基に考えようとする。

（関心・意欲・態度）

・ガスバーナーを安全に正しく使うことができる。 （技能・表現）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

つ 白い粉末状の物質を区別するにはどうするか

か 自然事象と出会う

気付き・疑問をもつ

む 問題を見いだす

○白砂糖，グラニュー糖， ・白い粉末状の物質を見ただけ □小５「もののとけかた」

デンプン，食塩を，性質 では区別できない。 で学習した物質の性質に

で区別する方法について ・においで分かる？ 関する内容を想起させて

話し合う。 ・加熱しても食塩は焦げない？ 考えさせる（話合い）。

・密度で区別できるのでは？ □粉末状の物質は正確に体

１０ ・水に溶けやすいかどうか？ 積を求められないことに

分 ・リトマス紙で分かる？ 触れながら，様々な方法

・塩酸を入れる？ を考えさせる。

予想する

調 方法を考える

○白砂糖，グラニュー糖， ・ルーペの使い方は，２分野で □学習経験を基に，ルーペ

べ デンプン，食塩を調べる 勉強した。 で見る，仰いでにおいを

方法を考える。 比較 ・においをかぐときは手で仰ぐ かぐ，指でこすり合わせ

る ようにする。 る，水に入れて溶け方を

・危険な物質でなければ手触り 調べる，加熱して変化を

で調べることもできるのか。 比べる，といった方法で

調べることにする。

観察，実験する

○ガスバーナーの使い方を ・元栓に近い下のほうのねじが □ガスバーナーを分解して

習得する。 ガス調節ねじだ。 仕組みを調べさせ，安全

・仕組みが分かったから，ガス に使うための基礎操作を

の量や空気の量をうまく調節 説明する。

して使えそうだ。

・アルコールランプと違って，

４０ 炎の大きさを調節して，弱火

分 や強火にできるところが便利

だ。
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○発問・板書例（７／12）

□つかむための発問 □調べるための発問

「白砂糖，デンプン，食塩，グラニュー糖を 「白砂糖，デンプン，食塩，グラニュー糖

区別するには，どのような方法があるだろ を，物質の性質をもとに区別するには，ど

うか。」 のような方法があるだろうか。」

問 題 白い粉末状の物質を区別するにはどうするか

予 想 ・調べる方法

密度を調べる，観察する，においをかぐ，水に溶かす，加熱する

リトマス紙を使う，塩酸を加える等々

・白砂糖 水にたくさん溶ける。べたべたした手ざわりがする。

強く加熱すると黒くこげる。

・デンプン 水にあまり溶けない。ヨウ素液に反応して青紫色になる。

粒が小さく，さらさらした手ざわりがする。

・食塩 砂糖よりも水に溶けにくい。加熱しても黒くならない。

水の温度を高くしても，溶ける量はあまり変わらない。

・グラニュー糖 白砂糖によく似ているが，白砂糖よりも粒が大きく，透明。

すぐには水に溶けない。

実 験 ・ルーペなどを用いて，色や粒の様子を調べる。

・においや手触りを調べる。

・薬品さじ１杯分の粉末を水に入れたときの様子を調べる。

・アルミニウム箔の容器に粉末を入れ，弱火で加熱したときの様子を調べる。

【ガスバーナーの使い方】

・ガスバーナーの仕組みを調べよう 空気調節ねじ ガス調節ねじ

コック 元栓

・点火するとき 元栓，コックを開く → マッチに火をつける

→ ガス調節ねじを開く → マッチの炎を近付ける

・炎を調節するとき ガス調節ねじを回して炎を適当な大きさにする

→ ガス調節ねじを押さえ，空気調節ねじを少しずつ開く

→ 青色の安定した炎にする

・消火するとき ガス調節ねじを押さえ，空気調節ねじだけを閉める

→ ガス調節ねじを閉める → コック，元栓を閉める
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時８／12］

○本時のねらい

・物質の性質を調べる実験を行い，その結果をまとめることができる。 （技能・表現）

・白い粉末状の物質が何かを予想することができる。 （科学的な思考）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

調 白い粉末状の物質を区別するにはどうするか

べ 観察，実験する

る ○白砂糖，グラニュー糖， ・ガスバーナーの正しい使い方 □前時に考えた実験方法で

デンプン，食塩を，いろ を確認してから実験しよう。 調べさせる。物質による

いろな方法で調べる。 ・調べた結果を実験レポートに 違いに気付くよう視点を

比較 推論 するから，ノートにきちんと 与える。

記録しておこう。

・加熱すると真っ黒に焦げて炭

のようになったのは白砂糖や

グラニュー糖，デンプンだ。

・加熱しても変化しなかったの

は，たぶん食塩だ。

・白く濁ったのはデンプンだ。

３０ ・目で見ても分からないけど，

分 ルーペを使ったら粒の違いが

よく分かった。

結果を整理する

考 ○実験結果をまとめる。 ・実験の結果を表としてまとめ

てみよう。

察 考える

○実験結果を基に，白い粉 ・Ａはデンプン，Ｂは白砂糖， □４種類の白い粉末状の物

す 末状の物質が何かを予想 Ｃは食塩，Ｄはグラニュー糖 質が何であるか，根拠を

する。 比較 分析 だと思う。 もたせて予想させる。

る ・食塩の粒は，立方体のように □各グループの実験結果を

見えた。 発表させ，有機物が炭化

・デンプン，グラニュー糖，白 することや燃焼する際に

砂糖は燃えて，二酸化炭素が 二酸化炭素を生じること

できた。 など，次時以降の学習に

つながる生徒の気付きを

２０ 引き出す。

分 □実験レポートの書き方を

説明し，まとめさせる。
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○発問・板書例（８／12）

□調べるための発問

「他の物質と区別できる根拠となるような実

験方法はどれだろうか。」

問 題 白い粉末状の物質を区別するにはどうするか

予 想 ・調べる方法

密度を調べる，観察する，においをかぐ，水に溶かす，加熱する

リトマス紙を使う，塩酸を加える等々

・白砂糖 水にたくさん溶ける。べたべたした手ざわりがする。

強く加熱すると黒くこげる。

・デンプン 水にあまり溶けない。ヨウ素液に反応して青紫色になる。

粒が小さく，さらさらした手ざわりがする。

・食塩 砂糖よりも水に溶けにくい。加熱しても黒くならない。

水の温度を高くしても，溶ける量はあまり変わらない。

・グラニュー糖 白砂糖によく似ているが，白砂糖よりも粒が大きく，透明。

すぐには水に溶けない。

実 験 ・ルーペなどを用いて，色や粒の様子を調べる。

・においや手触りを調べる。

・薬品さじ１杯分の粉末を水に入れたときの様子を調べる。

・アルミニウム箔の容器に粉末を入れ，弱火で加熱したときの様子を調べる。

結 果 ・Ａ 粒が小さく，さらさらした手ざわりがした。加熱すると，黒くこげた。

水には溶けず，白くにごり，しばらくすると，試験管の底に沈んだ。

・Ｂ べたべたした手ざわりがした。水にすぐ溶けた。

加熱すると，黒くこげて甘い香りがした。

・Ｃ 時間は掛かったが，水にすべて溶けた。加熱しても黒くならなかった。

・Ｄ 水にすべて溶けた。加熱すると黒くこげて甘い香りがした。

Ｂと結果が似ているが，Ｂよりも粒が大きかった。

Ａ：食塩， Ｂ：白砂糖， Ｃ：デンプン， Ｄ：グラニュー糖

□考察するための発問

結果を整理する → 考える

「違う種類の物質なのに，他の物質と同じよ 「４種類の白い粉末状の物質は，それぞれ何

うな結果になった実験の方法があっただろ だったのだろうか。また，どうしてそのよ

うか。」 うに判断したのか。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時９／12］

○本時のねらい

・有機物と無機物の例を説明することができる。 （知識・理解）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

考 白い粉末状の物質を区別するにはどうするか

察 結論を得る

○物質の性質を調べる方法 ・いろんな方法で調べることが □物質に固有の性質がある

す についてまとめる。解釈 できるんだ。 ことを見いださせる。

○有機物と無機物について ・砂糖やデンプンは炭素を含ん □前時の実験の結果を基に

る 学ぶ。 解釈 でいる物質なのか。 して，有機物と無機物に

・ロウやエタノールも有機物の ついて説明する。

なかまなのか。 □有機物を燃焼させると，

・有機物は生物がつくりだした 二酸化炭素や水が生じる

ものが多い。 ことを説明する。

広げる

○有機物についての理解を ・プラスチックは人類がつくり □人工的につくった有機物

深める。 出した有機物なのか。 の例としてプラスチック

を紹介する。

（自然事象と出会う）

（気付き・疑問をもつ）

（問題を見いだす）

○有機物と思われる物質の ・有機物のことをもっと調べて □中１「葉・茎・根のつく

例を挙げる。 みたい。 りと働き」で学習した光

・食物を蒸し焼きにすると，必 合成に関連し，有機物を

ず炭になるのだろうか。 調べる実験を提案する。

（予想する）

（方法を考える）

（観察，実験する）

○食物を蒸し焼きにする実 ・食塩以外は炭になった。 □食物をアルミニウム箔に

験を行う。 ・米もミカンも，そのままの形 包み，煙が出なくなるま

で炭になった。 で強火で加熱させる。

（結果を整理する）

（考える）

（結論を得る）

○食物を蒸し焼きにして， ・食物はどれも炭素を含んでい □炭素の循環についても考

５０ 燃えた後に残った物質に るのだろうか。 えさせる。また，光合成

分 ついて考える。 ・植物は無機物の二酸化炭素と を行う植物の優れた能力

水から有機物をつくるのか。 についても触れる。
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○発問・板書例（９／12）

□考察するための発問

結論を得る

「物質の性質を調べるには，どのような方法があるだろうか。」

【有機物と無機物】

・有機物＝炭素を含む物質（砂糖，デンプン，ロウ，エタノール，プロパン等）

※燃やすと二酸化炭素と水を生じる場合が多い。

・無機物＝炭素を含まない物質（食塩，水，金属等）

※炭素を含むが有機物ではない物質もある。（炭素，二酸化炭素等）

【有機物としてのプラスチック】

・プラスチック＝自然界には存在しない人工的な有機物

無機物や有機物を原料にしてつくられている。

再生利用が進められている。

（３Ｒ＝リデュース，リユース，リサイクル）

トライ 食物を蒸し焼きにしてみよう

予 想 ・野菜や果物は有機物で，蒸し焼きにすると炭になる。

・肉や魚も有機物で，蒸し焼きにすると炭になる。

実 験 ・米，パン，乾麺，野菜，肉などの食物をアルミニウム箔で包み，

煙が出なくなるまで強火で熱する。

・無機物である食塩も同様に熱してみる。

結 果 ・食物を蒸し焼きにすると，すべて炭になった。

・無機物の食塩は，炭にならなかった。

結 論 ・野菜，果物，肉，魚など，食物には炭素が含まれている。

野菜，果物，肉，魚などの食物は有機物である。

□考察するための発問

広げる

「身の回りの物質の中で，熱すると炭になるものには，どんなものがあるだろうか。」

「砂糖やデンプン以外に，有機物である食物はあるのだろうか。」

「食物を蒸し焼きにするとどうなるだろうか。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時10／12］

○本時のねらい

・二酸化炭素と酸素の性質を調べる方法を考え，自分の意見を発表しようとする。

（関心・意欲・態度）

・実験結果を基に，調べた気体に特有の性質を説明することができる。 （科学的な思考）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

つ 自然事象と出会う

気付き・疑問をもつ

か 問題を見いだす

○二酸化炭素と酸素を区別 ・酸素がなくなると，物は燃え □小６「ものの燃えかたと

む する方法について話し合 なくなった。 空気」で学習した気体の

う。 ・石灰水に二酸化炭素を通すと 性質に関する内容を想起

１０ 石灰水が白く濁る。 させる（話合い）。

分

目に見えない気体を区別するにはどうするか

予想する

調 方法を考える

べ ○気体の性質を調べる方法 ・どんな方法があるだろうか。 □気体の発生方法や器具の

る を考える。 ・石灰水は二酸化炭素とだけ反 基礎操作，気体の性質の

応するのだろうか。 調べ方等を説明する。

観察，実験する

２５ ○気体を発生させる実験を ・リトマス紙は変化しない。 □発生する気体の性質の違

分 行い，発生した気体の性 ・何が違うのだろうか。 いに気付くように，調べ

質を調べる。 比較 る視点を意識させる。

結果を整理する

考 ○実験結果を基に，調べた ・どちらも無色で透明だけど， □実験の結果は，レポート

気体の性質を表にまとめ それぞれに特徴がある。 としてまとめさせる。

察 る。

考える

す ○実験結果を基に，二酸化 ・小学校のときの実験と方法は □実験して分かったことを

炭素と酸素の性質につい 違っていたけれど，分かった 発表させて，気体の性質

る て考える。 分析 性質は同じだった。 について考えさせる。

結論を得る

広げる

○いろいろな気体のつくり ・二酸化炭素や酸素を違う方法 □生成方法が違っていても

１５ 方について学ぶ。 解釈 でつくることもできるんだ。 同じ気体が発生するなら

分 ・他の気体はどうやってつくる ば同じ性質をもつことを

のだろう？ 見いださせる。
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○発問・板書例（10／12）

□つかむための発問 □調べるための発問

「二酸化炭素と酸素を区別するには，どのよ 「気体を発生させる方法や，気体の性質を調

うな方法があるだろうか。」 べるための方法を考えてみよう。」

【二酸化炭素と酸素を区別する方法】

・酸素の中に火の付いたロウソクを入れると激しく燃える。

・二酸化炭素の中に火の付いたロウソクを入れると消える。

・二酸化炭素を石灰水に通すと，白くにごる。

・気体検知管を使う。

問 題 目に見えない気体を区別するにはどうするか

予 想 ・火の付いた線香を入れると，酸素ならば激しく燃える。

酸素以外だったら，火は消える。

・石灰水に通すと， 二酸化炭素ならば白くにごる。

二酸化炭素以外ならば，にごらない。

・青リトマス紙が赤くなれば酸性，赤リトマス紙が青くなればアルカリ性。

実 験 ・二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を注いで気体を発生させる。（Ａ）

・石灰石にうすい塩酸を注いで気体を発生させる。（Ｂ）

・発生した気体Ａ，Ｂをそれぞれ試験管に集め，性質を調べる。

結 果 気体Ａ 気体Ｂ

におい なし なし

火の付いた線香の変化 激しく燃えた 消えた

石灰水の変化 変化なし 白くにごった

水でぬらしたリトマス紙の変化 変化なし 変化なし

結 論 ・気体Ａは酸素，気体Ｂは二酸化炭素だと分かった。

□考察するための発問

結果を整理する → 考える → 結論を得る，広げる

「実験のどの結果から気体Ａ 「気体Ａ，Ｂは，それぞれ何 「水に溶ける気体や，酸性・

とＢを特定することができ だったのだろうか。」 アルカリ性を示す気体はあ

るのだろうか。」 るのだろうか。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時11／12］

○本時のねらい

・気体のつくり方や集め方，性質や同定する方法について説明することができる。（知識・理解）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

つ 目に見えない気体を区別するにはどうするか

か 自然事象と出会う

気付き・疑問をもつ ・塩酸に金属を入れると気体が □前時に行った実験と比べ

む 問題を見いだす 発生することは知っていたけ させ，気体を安全に発生

○５種類の気体（酸素，二 ど，あれは水素だったのか。 させるための工夫や捕集

酸化炭素，水素，窒素， ・アンモニアは水に非常によく 方法の違いに気付かせ，

アンモニア）の主な性質 溶けるのか。 それらがそれぞれの気体

１０ やつくり方，集め方につ ・窒素をつくる方法は教科書に の特徴と関連しているこ

分 いて学ぶ。 載っていないけれど，実験で とを見いださせる。

きないのだろうか。

予想する

調 ○気体の集め方について予 ・アンモニアは水に溶けやすい

想する。 から，水は使えない。

べ 方法を考える

観察，実験する

る ○水素とアンモニアを発生 ・アンモニアはアルカリ性だ。 □刺激臭のある気体を扱う

させる実験を行い，その ・水素は燃えるというよりも， ため，換気に注意する。

性質を調べる。 比較 爆発しているみたいだ。

・水素は空気よりも軽い。 □密度の学習を想起させ，

３０ ・アンモニアも空気より軽い。 空気と比べて軽い気体と

分 重い気体があることを考

えさせて実験させる。

結果を整理する

考 ○実験結果をまとめる。 ・いろんな特徴があった。 □実験の結果は，レポート

としてまとめさせる。

察 考える

○実験結果を基に，気体の ・水によく溶ける気体と水にあ □においや燃え方，酸性・

す 性質について考える。 まり溶けない気体があった。 アルカリ性等，これまで

比較 分析 いろいろな固有の性質がある に調べた気体の性質をま

る ことが分かった。 とめさせる。

・気体の性質の調べ方がよく分 □水への溶け方，密度につ

１０ かった。 いても考えさせ，気体の

分 性質についての理解を深

める。



- 1-26 -

○発問・板書例（11／12）

□つかむための発問 □調べるための発問

「違う方法で発生させても，同じ気体であれ 「どうして気体の種類によって集め方を変え

ば，同じ性質を示すのだろうか。」 るのだろうか。」

問 題 目に見えない気体を区別するにはどうするか

・酸素 水にわずかしか溶けない。物質を燃やす働きがある。

オキシドール（過酸化水素水）に，二酸化マンガンを加えて発生させる。

※オキシドールに，刻んだ野菜やレバーなどを加える。

・二酸化炭素 水に少し溶ける。空気より密度が大きい。

石灰石や貝殻に，うすい塩酸を加えて発生させる。

※ベーキングパウダーに，食酢を加える。

※炭酸水を弱火で熱する。

・水素 水に溶けにくい。物質の中でいちばん密度が小さい。燃えて，水ができる。

亜鉛や鉄に，うすい塩酸や硫酸を加えて発生させる。

・アンモニア 水に非常によく溶ける。空気より密度が小さい。刺激臭がある

塩化アンモニウムや硫酸アンモニウムと水酸化カルシウム（消石灰）を

混ぜたものを加熱して発生させる。

※アンモニア水を弱火で熱する。

・窒素 水に溶けにくい。空気よりわずかに密度が小さい。

実 験 ・気体を発生させて，試験管に集める。

（アンモニアだけは，水を使わずに集める。）

・それぞれの気体の性質を調べる。

結 果 ・アンモニアは，激しく鼻をさすような特有のにおいがした。

・水素は，青い炎を上げて燃えた。

・石灰水が白くにごったのは，二酸化炭素だけだった。

・アンモニアは，水でぬらした赤リトマス紙が青色になった。

□考察するための発問

結果を整理する → 考える

「それぞれの気体の性質で，他の気体とは違 「気体を特定する適切な方法には，どのよう

う特徴はないだろうか。」 なものがあるのだろうか。」
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中学校第１学年「第１章 身のまわりの物質とその性質」

10月中旬～11月中旬［12時間扱い 本時12／12］

○本時のねらい

・気体の集め方と気体の性質との関係を説明することができる。 （科学的な思考）

○本時の問題解決の過程

場面 ○学習活動 ・生徒の意識 □教師の働き掛け

考 目に見えない気体を区別するにはどうするか

察 結論を得る

○気体の集め方と気体の性 ・アンモニアは水に溶けやすく □実験の結果を基に，気体

す 質との関係を考える。 て空気より密度が小さいから の性質について分かった

比較 関係付け 解釈 表現 上方置換で集めればいい。 ことをまとめる。

る ・水素は密度が小さいけれど， □気体の捕集方法について

空気と混じらないように水上 説明し，気体の性質との

置換で集めたほうがいい。 関係を考えさせる。

広げる

○身のまわりの気体につい ・プールの消毒剤のにおいは， □発展的な内容として，身

て学ぶ。 塩素だと知っていたけれど， の回りにある気体を紹介

有毒だったのか。 する。

・「まぜるな危険」と漂白剤の

ラベルに書いてあった。

・塩酸は塩化水素という気体が

水に溶けたものだったのか。

・ニュースで一酸化炭素中毒と

聞いたことがある。

・タバコの煙にも一酸化炭素が

含まれているのか。

・二酸化窒素は酸性雨の原因に

なる気体なのか。

・二酸化硫黄も酸性雨の原因に

なる気体で，有毒な物質なの

に，肥料の原料にもなるとい

うのは不思議だ。

・温泉のにおいは，硫化水素の

においだったのか。

・メタンはくさいと思っていた

けど，においはないのか。

・天然ガスには，メタンやプロ

５０ パンが混じっているのか。

分 ・身近なところにいろんな気体

があることが分かった。
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○発問・板書例（12／12）

□考察するための発問

結論を得る

「水への溶け方や密度と，気体の集め方には関係があるのだろうか。」

「窒素や酸素など，それぞれの気体の集め方として適切な方法はどれだろうか。」

問 題 目に見えない気体を区別するにはどうするか

結 論 ・気体の種類によって，固有の性質があり，

それらの性質をもとに区別することができる。

【気体の集め方】

・水上置換......水に溶けにくい気体を集める

・上方置換......水に溶けやすく，空気より密度の小さい気体を集める

・下方置換......水に溶けやすく，空気より密度の大きい気体を集める

【身の回りにある気体】

・空気 窒素，酸素，アルゴン，二酸化炭素，水（水蒸気）などが混じっている。

・ヘリウム 水素の次に密度が小さい。無毒で燃えないため，風船などに利用される。

・塩素 漂白や水道水の殺菌に使われる。黄緑色でプールの消毒剤のにおい。有毒。

・塩化水素 水に非常によく溶けて，塩酸になる。刺激臭がある。有毒。

・一酸化炭素 中毒を起こす。タバコの煙にも含まれる。無色で無臭の気体。有毒。

・二酸化窒素 水によく溶ける。酸性雨の原因。赤褐色の気体。有毒。

・二酸化硫黄 水によく溶ける。酸性雨の原因。無色で刺激臭がある。有毒。

・硫化水素 水に少し溶ける。温泉のようなにおいがする。有毒。

・メタン 天然ガスや石炭に含まれ，都市ガスとして利用されている。無色で無臭。

・プロパン 天然ガスに含まれる。石油を精製するときにもできる。無色で無臭。

□考察するための発問

広げる

「身の回りにある気体には，どんなものがあるだろうか。」


